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毎年のように発生している土砂災害等における効果的な救助技術及び重機等の操作技術

の向上を図るためには、実災害を想定した訓練が必要である。 

そこで、消防本部が整備した土砂災害対応等訓練施設の一部を紹介する。 

しかしながら、このような訓練施設を全ての消防本部で整備するのは敷地や予算の確保

の面からも困難であることから、消防学校等において訓練施設を構築することが望まれる。 

 

◇ 岡山市消防局（岡山市消防教育訓練センター） 

重機操作習熟レイアウト（例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 大阪市消防局（高度専門教育訓練センター） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

土砂災害対応等訓練施設 

軟泥地走行 丸太乗り越え 

片輪走行 道路啓開 コンクリート板乗り越え 

 

海砂 再生砕石 

資料５ 
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◇ 東京消防庁（南多摩総合防災施設） 

第９消防方面本部消防救助機動部隊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

走行・土砂排除 ガレ場 

土砂埋没等 


